
「メディカAR」アプリを起動し，　　 マークのある図をスマートフォンやタブレット端末で映すと，
飛び出す画像や動画，アニメーションを見ることができます．

お手元のスマートフォンやタブレットで，App Store（iOS）もしくはGoogle Play（Android）から，
「メディカAR」を検索し，インストールしてください（アプリは無料です）．

「メディカAR」の使い方

●ARコンテンツおよび動画の視聴は無料ですが，通信料金はご利用される方のご負担となります．パケット定額サービスに加入されていない方は，高額に
なる可能性がありますのでご注意ください．●アプリケーションダウンロードに際して，万一お客様に損害が生じたとしても，当社は何ら責任を負うもので
はありません．●当アプリケーションのコンテンツ等を予告なく変更もしくは削除することがあります．●通信状況，機種，OSのバージョンなどによっては
正常に作動しない場合があります．ご了承ください．

アプリの使い方

アプリのインストール方法

①「メディカAR」アプリを起動する

※カメラへのアクセスを求められたら，
「許可」または「OK」を選択してください．

関連情報やお問い合わせ先等は，以下のサイトをご覧ください．
https://www.medica.co.jp/topcontents/ng_ar/

メディカAR で検索

※アプリを使用する際は，Wi‒Fi等，通信環境の整った場所でご利用ください．
※iOS，Android の機種が対象です．動作確認済みのバージョンについては，下記サイトでご確認ください．
※ARコンテンツの提供期間は，奥付にある最新の発行年月日から4年間です．

正しく再生されないときは
・連続してARコンテンツを再生しようとすると，正常に読み取れないことがあります．
・不具合が生じた場合は，一旦アプリを終了してください．
・アプリを終了しても不具合が解消されない場合は，端末を再起動してください．

②カメラモードで， 　マークがついている図全体を映す
　　  

コンテンツが表示される

ページが平らになるように本を
置き，     マークのついた図とカ
メラが平行になるようにしてく
ださい．

　  マークのついた図全体を画面に収
めてください．  　マークだけを映して
も正しく再生されません．

読み取りにくいときは，カメラを
　　マークのついた図に近づけて
からゆっくり遠ざけてください．

〇 ×正しい例 誤った例

　感染症には，誰もが経験したことのある鼻かぜや食あたり，皮膚の化膿症のような軽
いものから，生命に危険が及ぶ重篤なものまである．人や物の交流が迅速，頻繁に行わ
れ，広域化した現代社会では，かつては地域の風土病とされていた感染症が，地球上を
席巻する規模で流行する危険が生じ，社会問題にまで発展することがある．
　感染症をなくすことはできないが，早期に治療して症状を軽減したり流行を拡大させ
ないよう予防したりすることは可能である．そのためには「病原体」を知り，「病原体
と宿主（ヒト）との関係」を理解することが不可欠である．しかし，病原体は肉眼で観
察できない微生物（細菌，ウイルス，真菌，原虫など）や肉眼で観察できる小動物（寄
生虫，節足動物など：医動物）など多種多様であり，宿主の抵抗力もさまざまで，実際
の感染症の様相は複雑である．
　長年，看護微生物学の教育に当たってきた者として，系統分類に基づき，細菌学，ウ
イルス学，真菌学，寄生虫学に沿って病原体の総論・各論を学ぶ方法では，ラテン名で
羅列的に登場する病原体に興味をもちにくいことや，病原体がどのように感染症の発症
につながり，人々の健康を脅かす問題となるか，医療従事者としてどのように感染症患
者に接し，感染を予防すればよいかなどを，限られた授業時間内で提示する難しさを感
じていた．

　2019年末以来，世界中がほぼ同時に，新型コロナウイルスによるパンデミックの渦
の中に巻き込まれた．これによって医療現場はもとより，社会・経済活動から日常生活
の有り様まで大きな影響を受けた．臨床微生物・医動物が引き起こす感染症の脅威を否
が応でも実感した年月であった．COVID-19の予防には，手指衛生，マスク，換気な
どの基本的な対策とワクチンの接種が，個人にとっても社会にとっても大切であると認
識されるようになった．感染症の制御に当たっては，看護師がしっかりした知識と実践
のもとに，指導的役割を果たすことが重要である．
　かつての疫病−天然痘やペストの大流行は歴史の転換点になった．今般のパンデミッ
クも，21世紀の社会的転換期になるかもしれない．経済発展一辺倒の産業政策の結果
としての地球環境破壊が，新興感染症の流行と無関係とはいえない．パンデミックの収
束のためには，まずは，発展途上地域を含め，世界中で同時にワクチン接種を達成する
ことが望まれる．そして，地球環境保護にも世界協調が求められる時代となった．
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　本書は，2004年10月初版，2013年 1月第 2版，2015年 1月第 3版，2022年 1月
第 4版と版を重ねる中で，教員や学生から意見・質問をいただき，病原体の解説と患
者事例の順序を工夫したり，巻頭に臨床微生物・医動物一覧を追加して検索性を高めた
り，各解説により詳しい記述を加えたり，動画等が視聴できる「メディカAR」へのア
クセスを可能にしたりと，改善を重ねてきた．さらに，めまぐるしく変化している感染
症の現状や行政対応に合わせて，毎年のように細かな修正を加えている．その間，執筆
者の交代，患者事例の刷新，「メディカAR」の充実などもなされた．

　改訂第 5版では，編者に医学監修（四柳）が加わり，感染症の推移や国家試験の出
題内容を精査した．時代に即した記述となるようすべての章で内容の見直しを行い，さ
らに新たに多くの専門家も執筆者として加わったことで，最新の知見に基づいた教科書
となっている．また，構成も見直し，学生がより理解しやすいように後半にあった「感
染症の分類と感染防御機構」を 2章に移動させた．そして確実な知識の修得ができる
ように，細かなところにも丁寧な工夫をした．例えば，病原体はイメージしやすい模式
図で示した上でその特徴を明示し，「臨床場面で考えてみよう」はストーリー性をもた
せた事例とそれに対する設問を挙げて考えたり調べたりできるようにし，加えて全体で
の用語の統一も行った．
　本書を，専門基礎分野だけでなく，内科，外科，小児科等の臨床科目で感染症や感染
コントロールを学ぶときにも参照していただければ，より臨床に根ざした看護とも結び
つくと思う．インフェクションコントロールナース（ICN）を目指して勉強している
臨床看護師の方々にも，現場での経験や実践に照らし合わせて活用いただきたい．
　本書の改訂に当たり，今回も関係の方々に大変お世話になった．心から感謝の意を表
したい．

� 編者一同
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